
再評価結果（平成２０年度事業継続箇所）

担 当 課：北海道開発局建設部地方整備課
担当課長名： 渋 谷 　元

事業名 主要地方道 釧路環状線 事業 地方道 事業 北海道
くしろかんじょうせん

区分 主体

起終点 自：北海道釧路市武佐 延長
ほ っ か い ど う く し ろ し む さ

至：北海道釧路町別保原野 １．９km
ほっかいどうくしろちょうべっぽげんや

事業概要
主要地方道釧路環状線は釧路市大川町から釧路市鳥取大通を結ぶ延長約19㎞の幹線道路であり、釧路都

くしろかんじょうせん くしろしおおかわちょう くしろしとっとりおおどおり く し ろ

市圏総合交通体系調査の中で、釧路市内の交通・物流拠点であるJR釧路駅、釧路港、北海道横断自動車道
く し ろ く し ろ く し ろ

釧路IC等を連絡している環状道路の一つとして位置付けられる重要な幹線道路である。本事業は、釧路市
く し ろ く し ろ

武佐地区から釧路町別保地区の国道44号を直接結ぶバイパスルートを整備し、交通を分散させることによ
む さ くしろちょうべっぽ

って渋滞を緩和し、円滑な都市交通を確保するとともに高次医療施設である市立釧路総合病院へのアクセ
くしろそうごうびょういん

ス向上に大きく寄与するものである。
Ｈ１０年度事業化 Ｓ37年度都市計画決定 Ｈ１１年度用地着手 Ｈ１３年度工事着手

（Ｈ７年度変更）
全体事業費 ７７億円 事業進捗率 ９４％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ６，０００～７，０００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) ２．０ ６．３/８０億円 １５９/１５９億円 平成１９年

事 業 費： 4.4/78億円 走行時間短縮便益： 136/136億円
(残事業) ２５．３ 維持管理費： 1.9/1.9億円 走行費用減少便益： 13/ 13億円

交通事故減少便益： 10/ 10億円
感度分析の結果 交通量変動 ：B/C=２．２(交通量 ＋10%) B/C=１．８(交通量 －10%)

事業費変動 ：B/C=２．０(事業費 －10%) B/C=１．８(事業費 ＋10%)
事業期間変動：B/C=２．０(事業期間－20%) B/C=１．８(事業期間＋20%)

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（現道の混雑区間において旅行速度の改善が期待される）

・安全で安心できるくらしの確保（三次医療施設「市立釧路総合病院」までのアクセスが向上）
くしろそうごうびょういん

外 ５項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
釧路地方総合開発期成会及び釧路市から毎年整備促進の要望を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境の変化は特にない。

事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１９年度までに、用地補償９９％、橋梁工９５％、改良・舗装工事８７％進捗している。残事業は、

橋梁上部工及び舗装工事約１．３kmである。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
事業着手後、地権者が死亡し相続手続きに時間を要したが、平成１９年度中に用地買収が完了したとこ

ろであり、今後事業が遅延する要因がないことから、平成２０年度の完成が見込まれる。
施設の構造や工法の変更等
再生合材の使用及び不良土の再生利用、軟弱地盤対策の地盤改良工法の変更などにより約４．７億円の

コスト縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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